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し
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は
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然
ら
ば
夫
々
の
論
者
は
如
何
な
る
論
撲
に
立
も
・
或
は
第
一
の
誌
に
愛
し
、
或
は
第
二
の
設
セ
是
と
す
る
の
で
あ
る
か
。
先
づ
京
子
の
設

ぞ
是
一
と
す
る
者
の
論
擦
を
検
討
す
る
に
・
認
の
妥
結
は
凡
そ
次
の
一
一
一
項
に
在
る
。

一
、
定
一
子
は
詩
書
に
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し
。

ヲ's(後以治明〉

問
、
こ
設
の
論
議

設
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深
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詩
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史
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献
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友
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捻
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磁
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部
人
家
体
…
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父
父
子
子
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弟
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婦
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右
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友
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壮
一
以
mm
友
交
信
也
.
是
怨
契
之
所
数
，

m五
敬
之
中
、

不
特
侭
持
父
子
兄
弟
、
市
紋
君
民
夫
婦
別
友
尖
事
(
焦
徳
、
?
?
訓
子
五
義
路
文
公
上
〉

〈
ロ
〉
五
者
を
網
統
制
せ
一
さ
る
は
、
雪
合
立
つ
る
共
の
常
な
る
に
図
る
。

袋
入
幕
以
内
内
一
宮
之
、
故
不
及
君
同
m
m
m友
、
野
弁
景
、

mw注
目
時
事
、
故
係
議
君
ぽ
父
子
.
亦
立
言
各
有
北
ハ
話
、
(
然
街
、
同
右
V

一
一
一
、
発
舜
時
代
に
は
家
庭
道
徳
の
外
君
何
M
m
m
友
の
関
係
等
る
可
な
り
に
禁
法
せ
り
。

後
の
は
古
訟
の
設
で

-E俸
に
撮
っ
て
な
り
、
郊
の
は
新
設
の
設
で
、
友
子
に
採
っ
七
の
で
あ

9
ま
す
。
後
の
一
訟
は
家
庭
内
の
倍
、
部
ち

父
母
兄
弟
子
の
問
に
限
つ
七
る
の
で
.
道
徳
の
後
諮
ぜ
る
願
序
か
ら
巾
サ
ば
、
原
始
的
の
も
の
〉
忍
ば
れ
ま
す
。
併
し
一
一
地
八
一
一
一
渓
の
記

事
に
譲
る
と
、
品
川
川
舜
時
代
に
は
家
庭
道
徳
ピ
け
で
な
く
、
滑
れ
ほ
…
の
関
係
・
朋
友
の
交
誌
な
ど
が
、
可
な
り
に
夜
一
倍
し
て
を
り
ま
し
に
か

ら
、
原
始
的
の
悠
rr
，
解
せ
ぬ
方
が
よ
い
と
忍
ひ
ま
す
。
ハ
加
藤
博
士
ぺ
斯
党
第
十
九
編
第
七
獄
、
六
!
七
交
じ

之
に
反
し
友
体
の
設
に
賛
す
る
者
の
論
議
Jf
検
討
す
る
に
、
立
パ
の
市
対
新
は
凡
ぞ
友
の
六
攻
に
在
る
。

一
、
五
口
聞
は
五
殺
の
品
目
に
し
て
、
五
倫
は
五
種
の
相
互
関
係
と
す

μ
ぱ
太
史
交
の
一
成
総
ふ
べ
き
に
似
に
り
。
〈
宇
野
博
士
，
「
総
数
の
義

務
倫
に
就
い
て
い
一
一
一
丸
〕

之
、
君
子
の
冗
倫
の
名
目
は
孔
子
以
前
に
絡
え
て
無
し
。

(
イ
〉
川
市
一
子
の
捧
げ
た
る
五
倫
の
名
は
は
，
孔
子
以
前
に
結
え
て
之
合
見

F
る
こ
と
り
〈
蟹
江
博
士
、
孔
子
研
究
、
三
四
六
一
九
〉

と
云
ヘ
ハ
ノ
O

吋五

ハ
ロ
〉
人
倫
な
以
て
君
民
父
子
夫
妨
兄
弟
朋
友
の
況
と
な
す
こ
と
は
初
め
て
中
絡
に
見
え
、
之
JC
稀
し
て
天
下
の

予
の
近
倫
訟
は
邸
も
之
に
操
る
。
一
閃
し
て
孔
予
の
米
一
仁
替
は
一
さ
る
mm
な
り
0

・
i
:
孔
子
に
も
米

ζ
百
は
字
、
況
や
舜
を
や
。



'
ハ
宇
野
博
士
.
「
信
政
の
技
務
論
に
就
い
て
」
一
一
一
久
)

三
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件

F

f

)
ネ

L
a
e人

て

』

ご

♂

斗

J
U
-
渋
川
十
J

-1・4
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松
山
'
王
、
三
日
こ
弐
H
A
ゆ

b
O

AJ
‘
引
相
ド
か
…
不

e

f日
/
ね
山

m
l
刊
誌
く

(
イ
〉
竹
添
光
州
内
在
氏
ん
阿
川
護
〈
前
川
〉

ハ
ロ
〉
左
停
の
名
目
は

の
名
目
よ
り
も
不
先
企
な
り
o

き
れ
ば
免
舜
時
代
の
五
教
は
左
体
の
訟
の
如
く
な
り
し
が
、
一
紙
ん
山
内
と
思
想
と

の
後
速
に
作
ひ
で
訟
に
友
子
の

の
加
く
に
溌
展
せ
し
こ
と
。
大
戴
総
記
に
日
く
も
:
:
:
ミ
以
下
降
〉

工
手
了
、

L
三
汗

E

、V
L
引
'
J
J

ネ

f
ぺ
J

7
匂
ク
1
J

内
七
一
段
〉

〈
ハ
〉
荒
太
百
十
小
味
の
祉
に
十
代
り
で
は
、

道
徳
は
認
に
家
庭
問
の

こ
ト
一
ま
り
、
ト
F
Aガ
J
t
L
こ

!
)
c
t
て
屋
住
y

l

p

¥

、
f

v
仁
子

日
参
U
者

rー
は
い
i

'

汗
d
s
M
T

号
J

な
加
〈
釘
く
一
市
色

的
決
び
M

門
家
的
義
務
を
紋
ふ
る
の
必
ww
生
宇
。
走
れ
予
が
ち
の
五
円
川
一
七
一
敬
J

ピ
似
附
す
る
に
は
太
史
克
の
訟
に
従
ム
ベ
し
t
f

一
小
山
ム
所
以
な

)
。
、
、
三
忘
j
h
弘
J

J

A

、
j
d
A
l

、
T

f

F

f

H

吋
づ
同
士
下
J

J

U

い
4
4

ご

つ
一
〉
瀧
川
博
士
.
・
史
記
均
読
谷
一
、
(
前
山
内
〉

間

の
史
記
及
孔
体
孔
疏
絡
の
訟
は
枠
左
体
に
一
致
す
。
「
部
五
点
川
紀
越
五
致
、
亦
無
向
井
詞
国
之
、
孔
安
開
設
廃
品
一
一
月
撹
徽
五
此
〈
日
、

五
典
者
五
常
之
敬
、

え
ん
や
氾
ま
ん
丸
山
ー
し

ξ
3
良
子
手
‘

5
J
V
1
1主
I
ノ
ィ
ρ
立
4
ノ

?

?

五
者
是
也
己
主
五
品
不
遜
.

Eh?に判ヨ.

1
」
J
4円

A7rI

五
品
川
ω父
母
兄
弟
子
五
者
、
敬
放
五
秋
，

志
議
論
‘
沢
一
教
mw
敬
之
義
怒
友
山
本
孝
五
者
、
一
辺

し
一
ハ
毛
奇
齢
、
間
帯
駿
一
一
円
郁
)

五
，
中
療
の
五
一
速
道
は
契
の

(
イ
〉
中
腐
天
下
之
法
道
五
、
以
君
民
父
子
昆
弟
夫
婦
別
支
常
之
、
此
白
一
一
一
一
口
連
送
、

こ
ト
じ
:
ふ
0

1
t
ベ
叶
」
/

v

，

i1''''' m骨一五:'0 c，...句時

人
倫
、
故
夫
子
章
一
一
一
口
五
者
天
下
之
法
話
、

m(篇

営
苓
怒
真
柴
天
下
之
…
巡
遊
説
問
、
彼
以
牧
吉
道
、
此
以
敬
一
日
一
口
道
.
立
ハ
皆
非
人
倫
一
也
。
(
モ
脊
齢
、
向
山
ね
)

ハ
ロ
〉
・
申
勝
天
下
之
議
選
五
、
君
原
也
、
父
子
強
過
夫
婦
也
‘
沼
地
一
弟
也
、

mm友
之
交
也
、
米
嘗
以
五
選
一
潟
府
成
之
五
致
、

史
認
考
穀
倉
一
〉

大
事
中
時
仰
の
ぎ
一
線
球
難
じ
て
養
毅
訣
範
の
一
一
一
銭
仁
葬
宇
。

〈
瀧
川
博
士
、



一-56戸時輔

〈
[
前
略
〉

十
倫
一
非
一
十
議
事
五
選
非
五
常
.
中
勝
一
エ
徳
，
街
非
洪
範
之
一
一
一
徳
、
此
名
目
待
先
，
所
綴
者
大
山
也
υ
〈

五
、
右

事t

事j

の

以
上
の
論
擦
を
勘
考
す
る
仁
、
何
れ
も
未
に
み
…
豹
を
符
山
三
第
三
者
を
し
て
納
得
せ
し
む
る
に
は
不
充
分
で
あ
る
と
忍
ふ
口
何
故
か
。
こ

与
こ
土
サ
エ

E
と
ま
品
開
成
三
ぎ
た
会
〆
己

、，
l
J
4
4
7
J
《

I
浮か
J
4
l
ノ
V

¥

i

J

-

4

し
く
、
本
窓
口
弘

で
ゐ
る
が
、
点
一
一
問
、
ム
暫
し
論
ぜ
し
め
よ
。

(
イ
〉

一
流
子
論
者
の
論
擦
に
就
い
て

一
、
の
論
擦
は
武
子
は

-・
3
こ

負

7
A
3

、
F
f
J

、p
a

仁
初
乃
く
F

?

ョ

1
1
rぃ

;・
1

J

3

1

一
i

l

の
五
山
内
ど
解
す
る
や
究
し
く
共
の
一
践
を
得
ベ
し
'
と
す
る
推
論
で
め
る
が
、
此
の
批

九
百
ワ
ザ

g
h
r雪
、

t
z
r
L
Z
、

F
Z勺
J

こ
え
之
士
、
t
d

去
三
ふ
い
た
f

b
入

者
江
官
官
f
f
J
A
め

τ
f
J
t
t

卒
者
h
l
f
ヱ
寸

5
1ヤ
エ
ゴ
1
可

ι

一
一
、
の
論
銭
は
友
体
論
者
の
二
の
論
按
と
況
に
封
践
的
立
場
に
ゐ
っ
て
五
に
反
駁
し
令
ふ
も
り
で
ゐ
る
。
一
方
?

「
孔
予
の
葬
倫
設
」
な
研
究
し
で
見
る
と
、
方
一
体
論
者

ω論
擦
は
否
先
サ
ゴ
る
ぞ
符
な
く
な
る
の
で
、
大
憾
の
結
論

に
も
了
鮮
出
来
る
。

れ
ば
一
方
は
一
台

党
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

に
於
て
此
の
論
擦
が
正
し
い
。

然
れ
ど
も
此
の
論
按
よ
り
し
て
契
の
五
教
は
武
子
の
誌
に
依
る
べ
し
と
す
る
結
論
を
導
き
出
す
の
は
、

fI寺
じ〉

観
念
を
無
視
す
る
よ
り
来
る
誤
謬
で
あ
る
。

故
に
此
の
論
按
も
最
後
に
於
て
成
立
た
ぬ
。

も
の
論
採
は
‘

-
ヤ
バ
体
論
者
の

…
の
論
援
1
f

主
に
射
践
的
立
場
に
点
っ
て
正
一
に
反
駁
し
ん
い
ふ
も
Q

で
ゐ
J
Q
O

i
'
}
:
[
・

7

:

e

i

j

i

一

i‘

1
1
‘ぉ京、一
J

:

)

1

J

し
シ
九

3
T
A
i
-
-十
p
i
t

-R揺
れ
わ
z
寸

C
山
市
ト
子
日
間
打
開

乃
民
り
に
怜
て
は
氾
し
く
、

{

J

i

J

!

!
ー

:

}
「
i
で
プ
3
h

・h
ヨ九
1

}

、

こ
の
思
，
五
位
打
弱
者
応
戸
ノ

(
現
出
加
点
本
)
然
し
加
支
允
ハ
の
位
の
関
係
に
於
で
は
一
一
典

仏
間
良
之
日
し
く
斗
、
4
0

eJvnizふ
i

、1
J

.

，!?、

一円吟

に
没
ら
令
、

む
よ
、
汁
且
J

、
ヴ
戸
、
〉

V

J

J

F

U

W

J

μ

b

d

、々
f

し

が
成
立
り
。

山
川
沿
N

余
般
十
ゲ
一
地
じ
て
見
て
も
ぬ
ド
f
，
論
及
せ
ら
れ
て
ゐ
な
い
と
…
ぶ
っ
て

之

-T
援
す
る
に
武
子
論
者
の
一
…
…
論
議
は
一
も
十
分
に
承
服
せ
し
ひ
る
に
足
ら
ぬ
。
兵
吋
誠
一
ナ
の
設
な
元
'
と
す
る
に
授
成
し
鋭
い
所
以
で
あ
る
。

(

甘

)

-
定
体
論
者
の
論
擦
に
就
い
て

然
ら
ぱ
光
体
倫
者
の
論
擦
は
ど
う
か
。

;
η
命
良
工
、
丈
ま
乙
F3frd
、
)
司
け
リ

h
J
な
る
と
、

G
A
J
H

弘
i
/
r心ド
I
ノ
立
一
二

/
ν
J
i
l
t
J

(
父
子
党
問
夫
婦
長
幼
的
支
の
統
令
的
な
る
と
の
や
一
w
別
に
ぬ
ぎ
字
、
必
宇
し
も
後
者
に
…
組

1
3
4
な
と
工

i
F
f
iて
O

て
J
F
1
5
、
ー
と
之
氏
¥

3

0

月
計
-
対
広
L
b
ι

お
4

7

L

ご一

pb

思
#
J
A
j
-
-三
件



一
一
‘
の
論
擦
に
就
い
て
は
前
越
の
泊
り
で
あ
る
c

一
一
一
、
の
諭
抜
は
大
慨
に
於
で
い
賛
成
す
る
所
で
み
り
。
特
に
(
ロ
ソ
の

の
葬
倫
試
合
左
体
競
合
仲
間
か
む
る
一
設
と
し
、
心
対
抗
民

は
京
諮
の
祥
伶
殺
を
第
一
の
滋
銭
と
し
、
市
も
大
い
に

しJ

、
三
卒
、

ξ

7
〉
主
。

J
〉
ノ
な

J
t主
〈
札
山
内
九
日

I
L
U
J
いし

iυ
ブ
士
山
ム
川
内
マ

d
〆

c

i
ムパ

μ
:
K
-
V一
{
ゾ
11azr-HMV
イ

九

J
女
千
、
川
U
リ

L
L
J
3
1
訓
こ
一
F

旬、
j

ぞ青少石川吋

WJtH7Z
心

し
て
引
川
せ
ら
れ
に
の
は
ど
う
か
ど
忍
ふ
リ
自
分

す
べ
き
も
の
と
信
じ
、
大
裁
松
記
の
内
代
こ

〉

7

)

4
f
d
z
J
U
 

、
句
、

E
e
-戸

a

V
今

hu

主
む

L
f
t
い
・

ζ

思
ふ
。
兎
に
角
も
う
一
段
の
湾
設

し
い
。
(
ハ
〉
の
同
家
的
義
務
…
山
々
の
拾
に
去
っ
て
は
焚
成
出
来
向
。
何
と
な
れ
ば
悶
家
的
義
務
邸

も
君
原
之
裁
は
、
(
ハ
〉
の
訟
の
如
く
ん
ば
最
も
後
に
川
づ
る
も
の
に
し
て
常
時
に
は
無
し
と
せ
ら
る
る
や
う
で
み
る
。

mmし
加
藤
防
士
も
お

摘
せ
ら
れ
七
如
く
、
殺
は
の
関
係
に
就
い
て
は
反
授
が
い
く
つ
も
め
る
。
二
典
一
一

般
に
向
け
る
な
ら
ば
，
ぞ
の
例
枚
訴
す
る
に
誌
が
な
い
。
(
引
例
名
時
〉
こ
れ
を
し
も
宥
過
し
て
、
道
徳
後
述
の
限
序
よ
り
斯
く
み
る
べ
し

E
論
断
し
、
設
予
の
一
設
を
排
し
、
左
停
の
読
に
依
る
べ
し
と
云
ム
論
践
と
す
る
事
に
は
疑
義
イ
ゲ
お
ペ
ヰ
乙
d

る
を
待
ぬ
。

に
就
い
て
凡
で
も

5
う
で
ゐ
る
が
、
法
し
保
守
山
川
市
全

班
、
力
一
命
義
E

L

h弘
、

7
p
h
i
-
史
芯
‘

L

L

L
山
本
)
定
，
〉

E
C
L
M
H
f
t
3
9
を
免
J
9
f
l
，
賢
三
U

7

イ
ゐ
コ
ヲ
説
じ
一
志
村
J

J

の
訟
に
一
致
す
る
か
ら
、
左
一
体
の
，
訟
守
M
M
と
す
る
と
一
山
ム

ω
で
ゐ

る
が
、
治
市
子
人
間
訓
、
設
兆
交
終
結
等
に
そ
れ
に
一
氏
す
ら
封
立
設
が
療
と
し
て
存
在
す
る
か
ら
に
は
、
こ
の
論
擦
は
成
立
h
i

ぬ。

五
、
の
論
擦
は
間
接
持
明
日
訟
を
川
ひ
に
も
の
で
ゐ
る
か
ら
、
共
の
字
聞
に
現
れ
ゴ
る
部
分
守
秘
境
し
て
、
、
主
肢
の
由
民
弦
念
付
反
す
る
に
、

恐
ら
く
は
次
の
如
与
論
法
古
川
ひ
ん
と
し
に
も
の
で
ゐ
ら
う
。

一
叩
晶
子
は
巾
滞
五
迷
惑
の
設
を
機
水
し
て
五
人
倫
山
一
訟
を
怨
せ
る
も
の
な
り
。
五
法
滋
は
人
倫
に
非
ぎ
る
な
以
て
契
の

設
子
五
人
倫
の
設
は
契
の
五
数
に
非
ゴ
る
べ
し
。

-
w

作山
1
L
γ
0

1

‘=
7
v
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ザー研一一

一
傘
強
の
論
擦
七
る
な
免
れ
ぬ
。

六
、
の
論
擦
は
管
予
の
六
税
・
石
磁
の
六
傾
・
王
制
の
七
数
・

に
吉
山
首
で
め
る
f

戸
、
七
〉
-
吉
Amfど
事
く
こ
hm
翠

:4主
計
警

?。山小明白
d
R
V
l
l
f
d
じみ裕一一
E
p
j
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1

1
訪日

μ
3
4
m
J
p
t

中
勝
之
一
一
〈
知
・
仁
て
勇
〉
は
断
じ
て
妨
害
鉄
総
之
江

は
断
じ
て
倫
蓄
の

の
十
談
会
円
安
嬰
の
十
路
・
山
政
絞
の
十
倫
七
引
例
し
七
る
後
に
お
さ
れ

の
、
主
知
間
際
球
を
免
れ
ぬ
。
恐
ら
く
は
、

骨
L
fヰ
4eF42
・
長
ず
し
こ
ド
ず
ら
口
く
こ
、
い
誌
と

f
iへ
E
S
F
T
，↑ヨ
Y

L

l
オブ‘

E

f
イ
p
y
、
i

什
判
】

E
-
五
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笈
弗
に
非
一
歩
。

?
と
公
は
ん
と
す
る
の
で
あ
込
う
の
若
し

M
m
sば
論
理
の
不
裂
を
品
川
指
せ
ず
る
を
得
ぬ
。

j

~
草
2

小どどんんJ
一
ソ
悶

m刷吋w品J尚山
h

綬
綬
?
乙
、
ムJず
み
ザ
門
Q刷

〆{札、苧，に

ιん匂M"幻"
ふ
止
14φ

‘一

d

を
ふ
ハ
現
に
去
り
批
利
し
た
の
で
め
る
が
‘
如
上
の
論
議
の
み
ぞ
以
で
し
て
は
、
米
以
い
到
応
詩
人
を
し
て

充
分
に
約
件
せ
し
む
る
に
は
比
ら
ぬ
p
y
l
v

公

し
七
り
然
れ
ど
も
五
山
地
〈
ぞ
父
義
母
諮
九
友
治
恭
子
孝
と
解
し
、
左
俸
の
設
JT
是
と
す

し
.
充
分
な
ら

f
る
な
桁
ひ
で
こ
の

べ
き
で
あ
る
と
す
る

に
は
大
賛
成
で
あ
る
。
仙
川
…
ら
-
ば
如
何
な
る

D
金
主

'
豆
、
ご
寸

J
3
4

・

て
之
を

論
に
到
諮
ぜ
ん
と
す
る
か
。
以
上
の
論
擦
に
加
ふ
る
に

授
の
手
綾
き
と
し
て
は
充
分
で
J

め
ら
う

1cm山
ム
。

示
ぜ
ん
と
す
る

方
法
を
以
て
す
れ
ば
、
可
訟
与
る
結
凶
に
於
げ
る

穴

、

問

題

決

解

案

'
m
f
p
t
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J
1
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J
ト
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J
人

ィ
L
て
え

t
t
J
j
f
p
e仏
語
fu，
4
0」
ば
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的
で
の
什
ω
と
…
以
ふ
鱗
に
有
る
ο

此
の
特
色
セ
持
つ
も
の
と
し
て

ーヱA
矛
〆弘、

、s
・4・・
g去、

“ξ 

成
訟
の
弊
倫
設
が
み
る
。

主
川
川
、
封
、
…
冗
怒
大
紫
、
矧
俳
川
不
孝
不
友
、
子
弗
域
限
阪
父
…
そ
火
傷
阪
考
心
、
子
父
不
能
字
紙
J

七
乃
疾
紙
子
、
子
治
作
念
天
川
制
、

乃

弗

立

お

妖

υん
、
丸
亦
不
念
総
子
表
、
大
一
小
友
子
弟
、
惟
弔
故
、
不
子
我
故
人
件
罪
、
天
悦
m
M
U

我
氏
非
一
大
沢
乱
、
日
、
乃
持
議

出
叶
人
一
土
作
泊
予
邪
説
似
…
放
。

演
説
は
併
殺
問
中
設
も

狗
ノ
も
一
認
り
ぺ
し
主
危
し
、
執
政
の
人
な
し
て

は
‘
不
孝
趨

-
一
小
恭
・
不
文
の
内
不
倫
t
y
以

を々
U

〉

1
u
k
v
A
;

u
J
じ
J
f
H
H
Y
A
1
4

J、二

、
ノ
得
手
-
、
〆

a
p
h
-
-戸
h

M

1

ノ

丘
一

-48rhtJ

出じ一

111三
〆J

j予?

9
1
、

を

H
U
て

か
に
此
の
閉
山
内
舞
台
乱
る
J
Z
'
f
制
し
て
放
す
事
な
か
ら

し
め
よ
と
の
仇
似
た
る

こ段

h

-

l

i
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こ
、
〉
に
於

の
間
不
倫
む
る
子
の
不
孝
勿
父
の

e

九
の
不
友
に
弱
っ
て
底
訟
の
a作
倫
一
訟
は
父
子
り
ん
弟
問
の
同
氏
非

-
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設
な
る
…
$
J
C
知
り
符
る
砂
市
し
て
孔
穎
迷
は
京
誌
に
於
て
‘
時
令
官
は
句
ざ
る
は
父
に
問
じ
け
れ
ば
な
り
と
て
も
蒋
訴
合
引
き
安

問
料
糾
一
式
.
蒋
父
ほ
免
孝
、
者
兄
弟
一
泊
友
勺
下
文
…
小
山
首
母
、
時
間
於
父
。
〈
同
右
、
孔
疏
〉

ど
一
辺
ひ
、
計
九
父
に
一
小
慈
(
不
宇
土
小
裕
一
〉
と
一
氏
ひ
で
不
義
と
一
試
は
，
ち
る
所
以
は
、
父
の
不
絡
に
は
母
合
殺
ぬ
る
を
税
は
せ
ば
な
り
と
て
‘

父
仲
代
一
一
持
続
、
一
向
去
一
小
謀
者
、
以
父
伶
於
子
弁
気
認
、
関
矢
有
愛
敬
多
少
、
荷
分
之
刊
誌
父
義
母
誌
、
一
向
山
怒
以
誌
、
故
機
義
一
…
一
一
同
一
小
誌
、
及
川
A

父
策
母
耳
。
(
同
定
)

を
去
っ
て
ゐ
る
。
悲
し
文
bdv
散
令
れ
ば
父
に
は
義
母
に
は
慈
と
い
ふ
べ
き
所
合
、
父
に
慈
と
去
っ
て
問
者
を
粂
ね
仁
と
一
氏
ム
議
論
で
あ
る
。

抑
々
父
は
母
を
殺
ね
る
も
の
ど
見
る
の
が
古
来
の
通
例
で
ゐ
る
が
故
に
‘
孔
頴
速
の
訟
は
是
認
せ
ら
る
べ
き
で
み
る
。
こ
〉
に
至
っ
て
民
話

の
四
民
敷
設
は
父
母
兄
弟
子
問
の
五
日
代
敷
設
に
ま
で
強
大
積
良
せ
し
む
る
令
符
ベ
く
、
五
民
葬
一
試
に
ま
で
強
大
溌
混
ぜ
し
む
る
時
、
左
体
の

主
教
殺
と
令
致
す
る
に
一
抱
一
る
。
定
体
の
五
数
設
は
舜
山
県
の
五
教
(
五
典
〉
の
説
明
で
あ
る
。
舜
此
ハ
の
双
山
川
ハ
(
五
数
〉
訟
と
成
訟
の
五
民
非
一
説
(
伎

稀
〉
と
友
体
の
五
教
挽
と
の
一
一
…
者
全
相
互
に
関
聯
せ
し
め
て
考
へ
る
時
に
、
康
一
訟
の
五
民
葬
設
は
五
典
の
解
終
に
霊
安
な
る
役
割
を
演
、
ず
る

ち
の
で
あ
る
。
こ
の
震
に
は
も
う
一
つ
重
大
な
る
手
結
き
を
経
心
ば
な
ら
ぬ
。
康
諮
の
す
(
は
来
し
て
-
設
の
文
で
拘
時
の
も
の
で
あ
る
か
正
一
広

ム
問
題
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
就
き
で
は
二
つ
の
主
張
が
鈎
立
し
て
ゐ
る
。

一
は
古
一
任
ハ
孔
安
問
m
.

孔
穎
逮
等
〉
の
設
で
あ
り
、

m川
公
が
成

同時-39即時開

主
之
命
全
以
て
妓
叔
JV)
教
戒
す
る
も
の
と
し
、
ご
は
新
訟
の
一
説
ハ
祭
沈
等
〉
で
あ
り
、
武
主
が
共
の
弟
康
叔
J
T
紋
戒
す
る
る
の
と
し
て
ゐ
る
。

此
の
問
題
に
関
し
で
は
諸
橋
先
生
が
、
終
史
パ
公
的
八
「
邦
公
の
熔
捧
合
論
争
」
に
於
て
詳
細
な
る
論
誌
の
結
茶
、
古
一
犯
の
訟
を
長
と
す
べ
き

ぞ
明
示
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
故
に
民
誌
に
ぬ
っ
て
、
府
公
摂
政
時
代
の
業
倫
訟
は
、

父
慈
・
子
孝
・
兄
友
・
弟
恭

の
問
問
均
株
r

設
で
あ
っ
亡
事
が
明
示
せ
ら
れ
、
父
慈
む
孔
疏
仁
従
つ
で
、
究
義
母
慈
の
ご
つ
に
数
宇
る
時
は
、

交
議
・
母
懇
・
子
髭
j
e

見
文
・
弟
恭

め
五
回
比
敷
設
き
な
る
事
が
明
設
せ
ら
れ
七
議
で
あ
る
。
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ハ
B
〉

論

持

挟
此
の
度
一
諮
の
券
倫
訟
に
依
っ
て
如
何
な
る
結
論
が
導
き
出
さ
れ
る
か
@

舜

ω.
つ
嵐
徽
五
典
，

E
典
立
従
。
い
の
訴
は
虞
舜
の
治
良
の
績
を
線
叙
し
た
る
の
で
あ
り
、
「
帝
母
、
契
、
百
姓
不
利
純
'
五
品
不
惑
.

汝
作
可
徒
、
敬
放
五
教
‘
在
克
己
の
一
泊
は
そ
の
兵
織
的
説
明
に
営
る
。
内
弔
問
設
の
、
「
天
叙
布
典
、
絞
我
五
典
、
五
時
哉
」
の
江
川
は
卒
陶
が

高
に
暫
し
て
謀
つ
仁
誌
で
あ
る
川
内
弔
問
は
舜
の
院
と
し
て
渇
?
と
比
一
府
せ
ら
れ
に
名
医
で
ゐ
乙
か
ら
、
此
(
砂
川
川
は
舜

ω
五
山
川
八
七
絵
示
し
仁
る
の

に
和
英
な
い
。
之
に
侭
古
文
で
は
あ
る
が
、
大
高
設
の
「
帝
ハ
舜
)
臼
、
卒
陶
:
;
汝
作
土
.
明
子
五
消
.
以
一
例
五
敬
、
一
広
々
。
」
の
一
誌
と
、

雰
替
の
「
王
日
、
今
問
主
受
、
狩
侮
五
常
、
荒
怠
持
敬
」
の
訴
と
、
式
成
の
「
重
氏
五
敬
、
惟
食
夜
祭
ー
一
の
訴
と
、

f
h
牙
の
、
「
弘
政
五
比
八
も

式
和
民
則
。
レ
の
誌
と
を
併
せ
考
ふ
る
持
、
五
肱
ハ
五
数
五
常
な
る
も
の
は
傷
者
全
策
合
一
貫
す
る
政
治
的
教
育
的
道
仰
い
訟
で
あ
る
。
時
代
的
に

見
て
は
、
泰
努
武
成
の
訴
は
武
支
の
初
で
あ
り
冶
君
牙
の
認
は
穆
王
が
君
牙
に
命
じ
仁
認
で
あ
る
か
ら
、
舜
の
時
代
。
決
ド
，
の
時
代
・
，
裕
一
土

の
時
代
を
一
通
じ
に
一
貫
設
で
あ
り
、
殊
に
契
も
滑
れ
牙
も
或
は
一
一
向
徒
と
な
り
、
或
は
大
司
徒
と
な
っ
て
掌
つ
に
も
の
で
ゐ
る
新
、
頗
る
閥
的
判

3

に
富
む
。
仮
令
俄
古
女
な
る
合
以
て
大
市
内
談
・
泰
誓
武
成
・
君
牙
セ
伝
ザ
・
?
と
し
て
も
、
成
誌
の
葬
倫
訟
は
明
か
に
川
公
揖
政
の
際
に
於
げ

る
も
の
で
あ
り
.
且
つ
共
の
内
容
は
同
氏
葬
一
説
、
棋
大
殻
展
せ
し
め
て
五
氏
森
設
と
な
る
黙
に
於
て
、
舜
山
内
・
卒
陶
認

ω
五
典
五
教
に
容
易

よ
り
見
て
も
、
斯
く
解
す
る
な
奈
川
H
M
と
考
へ
る
。

に
結
び
付
き
得
る
も
の
と
思
ふ
。
叉
「
以
総
解
絞
L
L
ι

一
以
ふ
解
絞
の

時
代
よ
り
周
公

ω際
に
奈
る
約
一
千
年

ω限
り
が
ゐ
る
と
し
て
る
、
五
千
作
ぞ
数
ふ
る
す
〈
那
の
懸
史
中
、
太
古
本
斜
の
時
代
が
大
部
分
な
占

よ
し
ゃ
舜

ω

め
る
ゴ
γ
年
で
あ
る
か
ら
、

王
山
胤
ハ
五
敬
の
如
き
文
化
財
に
は
さ
ま
で
務
化
な
き
も
の
と
思
惟
す
る
に
於
て
を
や
で
あ
る

o
mし
て
此
の
忠
悦

を
樹
投
付
け
る
有
力
な
る
資
料
が
此
捻
に
存
十
代
す
る
。
邸
ち
悶
川
公

〉

-
1
J
t」
t
z

ァ一
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V
Tヨf
k
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z
u
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7
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fイ
下
紅

M
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ヨリ
f
ミ
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f
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J

L
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H
J

芸
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J
、J
l
f
J
l
i

nハJ
U
0
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j

二
ぺ
1
1
4
L
Y百二
/
7
i

，ペ

(
魯
昭
公
二
十
年
.
府
長
五
二
十
一
…
一
作
)
の
後
に
於
で
す
ら
、
此
の
成
詰
仁
諒
さ
れ
七
父
子
兄
弟
間
の
持
倫
訟
は
構
成
合
持
っ
て
ゐ
仁
左
側
山

は
し
め
る
に
日
比
る
も
の
が
め
る
。
・
涜
体
侍
公

k
s
の
M
M
の
臼
事
ず
の
認
が
そ
れ
で
、
臼
季
は
拐
、
の
殺
、
紋
J

ア
替
の
党
公
に
挽
府
中
ぜ
ん
と
し
て

-
探
誌
の
訟
を
引
い
て
‘



康
訪
日
、

父
不
窓
、

子
之
氏
、

ご

1
w
H

凡
不
・
友
、
弟
不
共
、

不
籾
及
山
首
。

立
高
つ
に
の
で
め
る
。
叉
wm
公
一
一
十
年
に
も
苑
何
日
山

ω誌
と
し
て
‘

品
噂

・
和
康
諮
問
、
父
子
九
弟
界
不
利
及
。
汎
花
鮮
民
公
々
。

k
引
加
さ
れ
て
ゐ
る
。

2
、
大

言説

均一日山

活
削
肌

勺

L

大
戴
総
記
間
代
第
六
十
八
(
一
本
第
六
十
九
〉
に
、
孔
子
が
先
王
の
殺
か
パ
勢

ω
哀
公
に
沿
い
た
一
点
川
と
し
て
、

天
子
日
山

m.
務
佼
日
夜
、
大
夫
日
卒
、
士
日
不
除
、
広
人
日
死
、
問
哀
‘
哀
盛
一
悦
…
失
節
、

n
M
以
父
滋
子
孝
凡
愛
弟
秋
、
比
す
先
主
之
所
先

施
於
民
也
、
君
一
間
後
此

.
m川
筑
間
家
失
本
山
火
、
公
日
、
持
哉
、
子
祭
数
我
也
。

と
あ
る
。
父
訟
の
子
孝
・
兄
愛
・
弟
敬
、
の
内
つ
の
人
倫
道
絡
は
先
王
が
先
づ
第
一
に
片
に
救
へ
た
も
の
で
あ
る
と
し
、
此
合
後
に
す
れ
ば

関
家
本
ぞ
失
ふ
と
ま
で
強
調
し
て
ゐ
る
。
孔
子
口
J
T
開
け
ば
先
去
を
稀
し
、
市
し
て
其
の
先
γ
十
い
ん
は
、
十
日
川
舜
市
内
湯
文
武
河
公
に
・
在
る
一
部
は
論
を

侠
士
山
。
立
つ
間
代
の
章
は
間
代
の
政
刑
持
法
る
べ
き
念
論
じ
に
る
も
の
で
あ
る
。
内
代
と
は
庭
友
前
向
セ
臼
ふ
と
め
り
.
以
て
常
時
の
拝

伶
設
に
闘
し
て
孔
子
が
言
及
し
に
も
の
で
あ
る
事
は
明
か
で
あ
る
。
市
し
て
四
つ
の
葬
倫
道
徳
は
、
父
子
兄
弟
の
人
倫
槻
係
に
於
て
は
，
全

く
康
諮
の
訟
と
一
致
し
、
北
ハ
の
格
自
に
於
て
は
兄
愛
・
弟
教
の
黙
に
於
て
の
み
問
弁
っ
て
ゐ
る
n

然
し
兄
愛
の
誌
は
弟
JT
友
愛
す
る
事
は
一
辺
ふ

ま
で
も
な
い
か
ら
、
見
友
と
一
致
す
る
も
の
で
め
り
、
弟
教
の
「
数
」
は
「
恭
~
'
と
昔
話
で
み
り
、
叉
府
(
雑
巾
一
一
間
同
刻
大
戴
総
記
解
討
に
は
、

相持噌 6'1

「
敬
」
に
作
る
を
以
て
す
れ
ば
、
共
の
恭
と
一
致
す
る
内
界
を
持
つ
事
は
明
か
で
あ
る
。
斯
く
論
じ
来
る
時
に
.
父
諒
子
孝
凡
愛
弟
教
は
、

父
慈
・
子
孝
・
兄
友
.
、
出
恭
3

と
置
換
へ
る
事
が
出
来
、
み
一
く
渓
誌
の
四
民
葬
誌
と
一
致
し
、
康
誌
の
努
詮
と
な
り
、
五
典
の
内
容
は
、
父
義

母
慈
見
文
弟
恭
子
孝
で
あ
る
と
推
定
す
る
事
・
る
愈
々
可
能
性
老
増
す
所
以
で
止
め
る
。

3
、

統

合

類

型

の

後

生

主
描
悼
の
~
五
敬
一
訟
は
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父
譲
・
母
慈
4

兄
友
・
弟
恭
二
γ
孝。

'
F

ニ
山
ふ
野
式
令
以
て
設
か
れ
て
経
り
、
本
論
文
に
於
て
は
之
ぞ
俊
裕
し
て
個
別
類
裂
の
葬
倫
設
と
呼
ぶ
事
に
し
て
み
る
。
設
子
の
五
人
倫
設

lま
父
子
有
税
・
君
民
有
議
・
夫
婦
有
m
m
e
長
幼
有
序
・
朋
友
宿
信
。

L

之
氏
ふ
形
式

T
以
で
設
か
れ
て
廃
り
、
之
全
般
裕
し
で
統
合
類
型
の
葬
倫
設
と
呼
ρ
州
事
に
し
て
ゐ
る
。
統
合
類
烈
一
と
は
個
別
類
型
が
篠
山
以
北

し
、
父
と
母
'
と
子
と
一
つ
に
統
合
さ
れ
て
父
子
と
な
り
、
兄
と
弟
と
一
つ
に
統
合
さ
れ
て
兄
弟
と
な
っ
に
と
一
広
ふ
意
味
で
ゐ
る
。
統
合
類
型

が
似
別
類
型
よ
り
後
生
し
に
事
は
勿
論
で
め
る
が
‘
そ
の
後
生
の
由
来
ケ
推
す
に
、
人
類
が
米
間
同
時
代
音
脱
し
て
寸
~
ル
引
か
開
け
行
く
と
共
に

生
活
様
式
は
鼠
純
よ
り
複
雑
へ
と
進
み
、
俗
人
生
活
よ
り
紋
食
生
活
・
関
家
生
活
へ
と
移
行
し
て
行
つ
七
震
に
、
誌
に
悠
々
統
合
判
例
裂
の
設

生
を
助
長
し
に
も
の
と
息
は
れ
る
。

然
ら
ば
統
合
類
型
の
教
倫
銃
一
一
炉
、
個
別
類
郡
一
の
務
伶
設
よ
り
も
後
れ
て
設
生
す
る
一
挙
は
品
目
間
然
想
保
し
得
る
事
で
み
る
。
ぞ
の
笠
来
し
て
如

何
。
附
閥
系
的
織
成
金
持
つ
七
非
倫
訟
を
文
献
上
に
索
む
る
に
、
伺
別
類
郡
一
の
殺
倫
訟
は
，
統
に
パ
イ
〉
倫
蓄
に
は
皮
誌
の
非
倫
説
、
父
惑
・
子

孝
・
兄
友

'm恭
の
四
民
脅
し
倫
設
が
あ
り
，
(
三
十
江
体
限
公
一
一
…
年
に
は
石
磁
の
葬
倫
説
、
君
説
。
ぼ
行
・
父
怒
・
子
孝
・
兄
愛
・
北
敬
の
六

関
設
が
あ
り
、
前
者
は
府
公
機
政
の
時
代
で
ゐ
り
、
後
者
は
石
紛
が
衡
の
辺
公
な
認
め
に
読
で
め
る
か
ら
、
奉
秋
に
入
る
夜
前
の
附
代
で
あ

る
。
之
に
較
べ
る
と
統
合
類
型
の
葬
倫
訟
は
時
代
が
宇
っ
と
下
っ
て
来
る
。
文
献
上
最
初
に
見
え
七
路
か
な
も
の
は
、
左
体
楽
公
一
…
…
十
一
'
年

北
宮
女
子
の
話
、

街
詩
日
、
成
儀
椋
核
不
可
選
也
、
宮
沢
民
・
上
下
・
父
子
・
兄
弟
・
内
外
大
小
之
一
幹
有
威
儀
也
υ

で
あ
る
。
こ
れ
は
北
官
女
子
が
魯
の
楽
公
…
一
一
十
一
年
街
の
袈
公
争
抑
制
け
て
楚
に
行
き
、
楚
の
令
芳
子
閣
の
威
儀
有
る
を
凡
で
、
街
公
に
封
へ

の

o

t
諮
で
め
り
‘
君
問
問
父
子
兄
弟
に
言
及
し
て
ゐ
る
α

此
の
時
代
は
府
の
去
五
の
一
一
一
年
で
ゐ
り
.
孔
子
に
僅
か
に
先
行
す
る
も
の
で
め
る
。
故

に
五
典
bdh
解
す
る
に
は
、
設
予
の
殺
の
如
き
統
合
類
初
一
の
教
倫
設
な
以
て
す
べ
か
ら

F
る
事
は
明
か
で
あ
る
。



品
、
天

を主

司王

手話

肉
中
陶
誌
に
臼
く
、

天
絞
有
典
、
勅
我
五
典
、
五
時
哉
U

E
O
此
の
五
兆
が
舜
典
の
五
曲
州
全
総
放
す

明
か
で
の
る
。
ハ
前
述
〉

最
も
注
目
す
べ
き
は
「
天
紋
有
央
」
の
印
字
で
め
る
。
誌
は
筒

翠
で
あ
る
が
五
山
内
の
本
質
を
規
定
し
仁
唯
一
の

天
女
叙
人
之
常
性
。

て
ゐ
る
。

比
率
ζ

立

2
J
4・e一
i
'
'
t

Lι

一
式
ひ
、
孔
疏
に
は

夫
決
紋
人
倫
、
使
夜
常
性
。

を
一
広
ひ
.
或
は

一
大
紋
布
典
、
有
此
五
典
、
引
父
義
母
慈
日
ん
友
弟
恭
子
学
是
唱
。

主
一
五
ひ
、
奈
体
に
は

役
者
‘
震
回
父
子
兄
弟
夫
婦
別
友
之
倫
紋
也
υ

を
一
式
ふ
り
五
兆
は
人
之
常
位
、
天
の
所
興
、
天
然
自
然
に
具
有
す
る
も
の
と
見
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
卒
陶
試
の
五
兆
が
天
の
次
叙
す
る
も
の

で
あ
れ
ば
、
舜

ω五
典
る
亦
天
の
次
殺
す
る
も
の
七
る
べ
く
、
五
典
の
本
質
が
か
く
規
定
せ
ら
る
れ
ば
、
此
の
結
よ
り
判
断
し
て
、
五
山
県
の

ムー.;;;.63'品四時

係
自
に
就
い
て
第
一
訟
を
是
と
す
べ
き
か
第
二
説
を
是
と
す
べ
き
か
、
自
ら
解
決
せ
ら
れ
る
も
の
で
み
る
。

扱
父
子
兄
弟
は
天
合
し
で
あ
号
、
君
民
・

mm友
及
夫
婦
は
入
合
(
義
合
と
一
式
ふ
も
同
じ
〉
で
あ
る
と
す
る
の
は
古
来
一
般
の
定
論
で
め
る
。

こ
、
に
一
於
で
、

天
毅
有
典
、
，
勅
我
五
典
、
五
嬉
哉
。

を
て
五
典
の
本
賀
会
「
夫
殺
い
な
り
と
規
定
し
七
捺
件
に
該
賞
す
る
も
の
は
父
子
と
兄
弟
?
と
で
あ
ら
む
ば
な
ら
ぬ
。
君
践

-mノふ
μ
'
中
火
対
は
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此
の
保
件
を
滅
足
せ
し
む
る
も
の
で
は
な
い
。
設
に
五
共
は
父
母
兄
弟
子
の
五
倫
に
ね
到
す
る
規
範
、
部
ち
父
義
母
慈
υん
友
治
恭
子
孝
一
と
す
る

第
}
設
〈
左
体
総
〉
'
T
m
M
と
す
べ
く
、
父
子
・
君
民
・
夫
婦
・
長
幼
・

mm
友
の
五
倫
に
封
す
る
規
範
、
部
ち

仁
父
子
有
一
税
二
冶
M
M
得
議
・
夫
婦
有
別
・
長
幼
布
序
・
朋
友
な
信
。

左
す
る
第
二
一
枕
〈
常
一
千
説
)
'
T
非
と
す
べ
き
で
あ
る
。
然
る
に
朱
子
は
武
子
の
設
に
山
る
一
得
に
、
朱
子
寸
~
柴
谷
之
十
円
、
「
政
策
仲
本
側
似
友
拾
い

に
於
で
次
の
如
き
第
一
泊
の
説
会
為
し
て
ゐ
る
。

人
之
大
倫
、
共
列
有
五
、
・
日
管
理
緊
枠
以
一
行
川
、
天
之
所
絞
、
市
非
人
之
所
認
匁
也
、
然
以
今
湾
之
、
別
惟
父
子
凡
治
危
天
属
、
市
以
人
A
H

者
同
州
北
町
一
一
一
設
、
恐
別
表
有
可
疑
者
、
仙
川
…
央
燃
敦
夫
麗
之
所
出
以
絞
者
也
.
吸
が
医
者
天
爵
之
所
額
以
全
者
也
‘
邸
玄
者
.
大
島
之
所
総
以
汗
一
者

山
也
、
日
光
別
所
以
紀
納
入
選
建
立
入
械
‘
不
可
一
日
時
保
一
段
、
離
戎
以
人
河
合
、
北
ハ
賞
品
H

天
理
之
自
然
、
有
不
得
不
A
打
者
、
此
北
ハ
所
以
以
勾

天
之
所
叙
、
市
非
人
之
所
能
念
也
。

悲
し
、
朱
子
は
「
別
惟
父
子
兄
弟
免
天
湯
、
市
以
人
合
者
成
兆
一
一
一
一
方
」
と
て
父
子
兄
弟
の
天
合
と
君
原
夫
婦
別
友

ω
人
合
と
を
認
め
ゴ
る
べ

か
ら
ず
る
を
以
て
、
「
向
す
究
資
枠
以
均
天
之
所
殺
、
而
非
人
之
所
能
免
也
」
と
…
山
ム
大
事
支
(
天
絞
有
此
パ
に
籾
設
す
〉
セ
一
総
白
川
し
、
「
"
に

別
若
有
可
疑
者
ん
と
去
は
玄
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
ゐ
る
。
こ
の
解
決
方
法
と
し
て
、
夫
婦
君
民
朋
友
の
一
一
…
点
A
J
f
以
て
人
合
な
れ
ど
も
天
践

の
懸
る
所
以
な
り
と
強
関
し
、
「
持
一
夫
現
之
内

mm.
な
不
得
不
合
者
，
此
北
ハ
所
以
銭
天
之
所
絞
‘
市
非
人
之
所
前
匁
也
。
い
と
結
論
し
た
の
で

あ
る
。
朱
子
が
此
の
第
活
の
論
を
匁
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
仁
所
以
の
も
の
は
、
五
山
内
〈
五
教

γγ
以
て
京
子
の
設
な
り
と
し
七
結
果
で
み
る
。

郎
も
一
双
子
の
五
人
倫
設
は
五
典
の
本
質
仁
る
「
天
絞
レ
の
僚
件
を
泌
見
せ
し
め
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
ゐ
る
。
練
っ
て
第
一
設
に
鼠
す
る

康
誌
の
葬
伶
設
や
左
俸
の
葬
倫
設
は
十
分
に
此
の
俊
一
件
合
純
日
比
せ
し
む
る
の
み
な
ら
争
、
庶
務
の
「
天
惜
別
ハ
我
民
雰
ん
の
誌
は
「
天
叙
い
の

誠
一
ひ
に
外
な
ら
ぬ
。

以
上
hnv
綿
拐
す
る
に
‘
従
来
の
第
一
設
だ
体
論
者
の
論
擦
に
加
ム
る
に
る
設
に
提
訴
し
に
方
法
な
以
て
す
れ
ぽ
、

五
此
ハ
の
内
訴
は
ど
う
し



で
色
、
家
庭
遊
絡
に
る

父
譲
・
母
慈
・
兄
・
友
・
前
恭
・
子
孝

で
あ
る
と
結
論
サ

F
る
が
ふ
付
な
い
の
で
め
る
o

〈
以
上
〉

明同時(jo開閉嘩
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